
 

小山市では、市民の皆様が求める高 

度な学習意欲に応え、現代的な課題

や、郷土の自然・歴史・文化について

学び、理解を深めるとともに、学んだ

成果を十分に活かす「生涯学習推進リ

ーダー」になることによって、まちづ

くりを推進することを目的とした、 

「おやま市民大学」を開講しております。 

この事業では、継続した学習を行うことにより、様々な分野

の学びを深めることができます。また、ボランティア養成の一

助にもなっており、学びの成果を地域に還元していただいてお

ります。 

２０１９年度は、「寺野東遺跡から 

学ぶ縄文文化養成コース」「現代的課

題コース～考えよう！今ホットな社

会問題～」「防災講座 地震水害火事

キズナを考える」の３コースを開設い

たします。 

※写真は昨年度の市民大学の様子です。 

「  「とちぎの高校生『じぶん未来学』」は、やがて親となる

子どもや若者が、親・家族・家庭などの意義や役割、地域

の人間関係など、地域社会について主体的に学ぶことによ

り次世代を育成し、地域への愛着や定住意識の醸成を図る

とともに、地域を支える気持ちを育むために作成されまし

た。プログラムには「自分」「親」「子ども」「家族」「地域」

「社会」の六つの視点があり、Ｈ29～県内全ての高校にお

いて実施されています。各学校では、カリキュラムマネー

ジメントと様々な工夫を行いながら、 

家庭、公民、総合的な学習の時間、特別

活動の授業等を活用し、教科担任や学級

担任が実施しています。 

    ５月１３日（月）には、総合教育セ 

ンターにおいて、これまでの取組の成

果と課題についてのパネルディスカ

ッションや、プログラムの効果的な展

開方法についてのグループ別協議が

行われ、参加者は熱心に議論を交わし

ていました。 

 

５月３０日（木）に、栃木市岩舟文化会館

にて、人権教育指導者一般研修「下都賀地区

人権フォーラム」を開催しました。 

前半は、小山市立小山第三中学校二年生の

荒川空夢さんと小山市立大谷東小学校保護者

の矢島早苗さんの人権に関する作文の朗読を

行いました。二人の発表から、「外国の方に対

して、自分に何ができるか考える機会となっ

た」等の感想が多く寄せられました。 

 後半は、認定 NPO 法人多文化共生センター

東京代表理事の枦木典子様による講演会を行

いました。「多文化共生社会の実現を目指し

て」の演題のもと、外国にルーツをもつ子ど

もたちの学習・進学支援について分かりやす

くお伝えいただきました。今回の研修をとお

して、外国人への偏見や差別を解消し、一人

の人間として尊重し、違いを豊かさへと変え

ていく社会を築いていくことの大切さを学ぶ

ことができました。 
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柿沢 知宏 様 

５月１１日（土）生涯学習館にて、壬

生町単位育成会長研修会を開催しまし

た。その講師を「平成３０年度地域課題

解決型学習プログラム指導者養成研修」

修了者３名（小島 佳苗氏、岡本 恵氏、

森嶋 礼奈氏）が行いました。プログラム 

名は『ＢＥＳＴ３を決定!? うちの地域の子どもは、こんな人に育

ってほしい』で、参加者が地域の子どもに対して「こんな人に育っ

てほしい」をランキング化する活動をとおして、育てたい子ども像

のイメージを共有し、自分が地域の大人としてどのように振る舞う

べきかをグループで話し合って考えを深めていくことをねらいと

しました。参加者の感想に「子どもたちの挨拶の声が小さいと気に

なっていましたが、今後は自らも進んで挨拶をしていこうと思いま

す。」「子どもだけでなく、地域の方も住み 

よい“まちづくり”ができると良いと思い

ました。」など大変好評でした。今後も地

域課題解決のための学びや交流の機会を

創出できるよう取り組んでいきたいと思

います。 
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太平少年自然の家では、体験活動を伴う主催事業（詳しくは

ホームページ参照）を毎年実施しています。 

その中には参加者が宿泊する事業がいくつかあります。そん

な事業の際には、指導助手として、とても頼りになる「青年ボ

ランティアリーダー（以下リーダー）」が登場します！このリー

ダーは大学生・社会人で構成されており、小学生参加者との交

流や参加者への活動支援、安全確保などをやってくれています。

実はこのリーダーたち、かつては主催事業の参加者でした。彼

らは自分が小学生参加者だった頃、その当時活躍するリーダー

に憧れ、そして自分が大人になると、リーダーとしてこの自然

の家に戻ってきてくれたのです！小学生と大人の世代間交流活

動から、とてもすてきな人の循環ができています。 
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「 ふ れ あ い 学 習 」 は 、 子 ど も を 核 と し た 幅 広 い 年 代 の 人 々と の 交 流 活 動 や 体 験 活 動 、 学 習 活 動 を 指 し ま す 。  

ふ れ あ い 学 習 を 通 し て 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 連 携 ・ 協 力 し 、 子 ど も の 「 生 き る 力 」 を 育 む と と も に 、 家 庭 と 地 域 の 教 育 力 の 再 生 ・ 充 実 を 目 指 し ま す 。  

第１３４号  下都賀教育事務所 ふれあい学習情報紙【令和元年６月発行】  
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お力添えをいただきながら、

下都賀地区のふれあい学習推

進に努めてまいります。 

今年度推進委員を委嘱

した皆様です。 


